
 

 

 

 

 

 

音楽が大好き！！真大さんが作る愉快な替え歌は私たちを笑顔にしてくれます。 

インタビューの最中でもハミングしたり歌を歌ってみたり真大さんのペースで進行です♪ 

 

Q、かなの家は楽しいですか？    A、楽しい。 

今回は、かなの家のみんなの写真を使って、インタビューしました。全員 

について聞いたところ、数名のアシスタントにコメントをくれました。 

・田辺さん ぼく、どんどんどんどんどーんをいっしょに・・・。 

・言さん  ずうっとさあ、たのしんで。   

・今林さん せーのーで！今林さんのー。 

・横井さん 横井さんはね・・・。 

Q 最近、気になっている人は誰ですか？ 

A 今林さん、小野田さん、なつみさんの写真を指で差してくれました。 
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「かなの家インタビュー」  ～ 本多真大（まさひろ）さん ～ 

この一年のご支援、ご協力誠にありがとうございます。 ラルシュかなの家一同 

なにもなかった一日に  

おもいださない一日にも 

なにも言わずに 

あなたがいてくれた一日に 

ありがとう 
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気になる理由についてはノーコメントを貫き通した真大さんです。本田さんのコメントは、 

「その先の言葉を教えてほしい！」と、私たちに疑問を残したままですが、それも真大さん 

スタイル！そのスタイルを続けてほしいなと思いました。               （ハル） 

＊「家族のかけはし」はインタビューをしたなかまのご家族や身近にいる方からのお便りです。 

ご家族との繋がりや地域と交流が持てるのも、かなの家を応援してくださる皆様のご理解とご支援があってこそです。 

「家族のかけはし」のコラムが読者の皆様へ架け渡され、心で繋がる「かけはし」になってほしいと思っています。                                 

高等部の職場実習時、かなの家で過ごしている真大の様子を見た担任の先生が「本田君はかなの家でしょう。」

とおっしゃった通り真大は、一度でかなの家が大好きになってしまったようでした。 

早いもので、今年で５年目になりますが、今でもその気持ちは変わらず、「かなの家、好きなの。」とよく言って

います。真大が、大好きな場所で認められ、安心して皆さんと楽しく過ごすことができている事に感謝の気持ちで

いっぱいです。真大を通じて私たち家族も、学ぶことが多くあります。そして多くの人達と、ご縁をいただきまし

た。真大の周りはいつも人の笑顔に溢れています。   

真大の心の中にはその人達の温かく優しい気持ちが育っているように思います。音楽が大好き、人が大好き、 

のんびりのんびりマイペースな真大ですが、これからもどうぞ宜しくお願い致します。 

 

～家族のかけはし～ 

ＡＪＵ  
NO.283 

2019 ふゆ 

 

秋の葉で創作活動 

みんなで稲刈り 

王様役でステージへ 
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 第 4回                  青野 剛久師 静岡市駿河区出身 

「買ってくれただけで嬉しい、ありがたいなあ」 

釜炊きした後の熱い石鹸を大きな釜からステンレス製の容器に汲み移す作業は、今や青野さん（匠）にしかできない作業です。 

昨年、亡くなった田浦実さんの専門であったこの作業を唯一引き継いだ逸材の匠、青野剛久さんを取材しました。 

 

廃液がかかると危険なので、つなぎを着てめがねをかけ、更に安全帯をつけて匠

は作業にとりかかります。粉石鹸の液は、１日の作業は１５リットル容器を４０杯、

２日間かけて汲み出します。熱い石鹸を汲み出すには根気と体力が必要です。それ

でも、男気と優しさを持つ匠はみんなを労い、取材中は「とにかく、みんながんばっ

ている。」と何度も答えてくれました。 

「大変なときも、ほとんど一生懸命やっているな、文句もないな」 

「啓さんは、一生懸命やってるなあ、感心することがあるよ、ここまでがんばって

やってるよ」大変な現場の作業をこなしな

がらも、なかまやアシスタントの様子を見

ている匠の姿が石鹸工場にあります。 

 

「石鹸を買ってくれただけで嬉しい、あ

りがたいなあ」本当の手作業から生まれる

「かなせっけん」の中には、匠の優しさと

感謝の心が混ぜ込まれているように思

いました。 

 

新パッケージ開発チーム・つつみ隊活動報告 ～「粉石鹸８００」ができるまで～ 

 

なかまの作業工程の見直し、コストの問題、デザインや使い方など課題がありました。

石鹸を作って売る事に集中していましたが、環境やプラごみについて改めて考え学ぶこ

とができました。新パッケージはなかまと一緒に作る石鹸を念頭に置き、なかまが描い

た絵や文字を使用することができました。作業工程も新しくなり、なかまと関わる機会

が増えて、「新しいことに挑戦している」というなかまの意欲や 

せっけんに対する誇りを見ること

もできます。 

 

かなの家のこと、環境のことを考

えてくださるお客様からご注文を

頂き嬉しく思います。 

 

つつみ隊一同 

 

～皆様のご意見、ご感想を聞かせていただけると活動の参考になります。今後ともご指導ご鞭撻の程宜しくお願い致します～ 

石鹸汲み出し作業 

石鹸工場にて。1 階に置か

れた大釜の淵が 2階の床を

突き抜けている。 それほど

に巨大な釜が２基設置され

ている。 

石鹸愛用者の方の意見

を参考に 

ミーティング風景 

なかまが書いた 

字を選択中 

熱い石鹸液を汲み出す作業は真剣勝負 



                                              

 

 

 

 かなの家ファミリーの皆さんへ 

 お久しぶりです！いかが、お過ごしでしょうか。 

 私は、多くのお祈りに支えられ、充実したカナダ生活を送っています。 

日々の生活には、ほとんど慣れ、地域にも少しずつ繋がりができてきました。 

 

 この夏、嬉しいことがいくつかありました。 

中でも特に印象的なのは、ラルシュ・カナダ５０周年のお祝い（カナダ大西洋地

域編）に参加する機会をいただき、２年ぶりに、1 アンバー＆マイケルと再会し、

かなの家での思い出を分かち合えたこと。同じホームで暮らす、2なかまの人のバ

ケーションに友人と同行し、キレイな海や景色を一緒に楽しめたことです。 

 また、今年になってから、ぶどうの家の方々を始め、友人たちが会いに来てくれ

たり、休暇を利用し、北米在住の友人たちを自ら訪ねたりすることもできました。 

 かなの家だより読者の皆さんも、カナダの東海岸へお越しの際は、ぜひ、ご一報    

くださいね。 

 

祈りとともに   愛実より            ２０１９年１１月 

 

1. 国際ラルシュの短編Webシリーズ #AsIAmを作った二人です。2016年には、1 ヵ月間   

かなの家で暮らし、『一九の折り鶴』と言う作品が生まれました。 

 

2. 私の暮らすコミュニティには、コアメンバーズ・バケーション(なかまの人たちの休暇)と言 

う期間があります。コアメンバー(＝なかまの人たち)が、２週間程度あるそれぞれの休暇  

をできる限り自分でデザインします。数日間の宿泊旅行と 他のなかまの人との合同も含 

めた日帰り旅行を計画するのが一般的です。 

 

 

 

 

 

カナダからの便り 2 
ラルシュカナダ 

アシスタント 

垣原 愛実さん 

「なかまの人たちの休暇」 

浮かぶ車椅子に乗って 

アンバー＆マイケルと再会 

 

カナダの列車旅 

 

 

 

知的障害のある人と一緒に、コミュニティを作っていく事に興味のある方いらしゃいましたら、どうぞご連絡下さい。  

メールアドレス：larchekana＠s9.dion.ne.jp  ☎ 054-206-0830    担当 佐藤 言 

 

世界中のラルシュでアシスタントを募集しています。この「ラルシュかなの家」も同様です。幾人もの若者がこの家 

を通り、各国のコミュニティでアシスタントを体験する人、結婚する人、修道生活に入る人、出生地に戻り新しい生活 

を始める人など、その後の生き方は様々です。また、この家に長くとどまり、知的障害のある人とのかかわりを深め、

定年退職した今もなお交流の続いている方々がおります。 

 

あなたもトライしてみませんか。  

短期体験も可能です。 お気軽に声をかけてください。 

アシスタントは社会福祉法人職員として採用されます。 

 

 

 

アシスタント募集しています。 

 



クリスチャンでない人にとってのラルシュ 〜その 3〜 

  

 

なかまの人をコミュニティーの中心に置くラルシ

ュの考え方は、キリスト教の枠を超えて、さまざま

な分野で注目されるようになっています。例えば、

宗教人類学が専門の寺戸淳子氏は「宗教とウェルビ

ーイング」という本の中でラルシュかなの家を取り

上げています[1]。経済学の研究者もラルシュに関

心を寄せています。経済学とラルシュって、いった

いどんな関係があるのでしょうか。 

 社会課題解決に取り組む経済学者である堂目卓生

氏は、ジャン・バニエの思想に触れ、次のように語

っています。『バニエの発想は、これまでの経済学

者が取ってきた考え方を逆転させるものだと言えま

す。経済学者が考える社会は、「強い人」や「優れ

た人」が中心にいて周辺の「弱者」を助け、包摂し

ようとする社会です。これに対し、バニエが求める

社会はむしろ、「弱者」が中心に置かれ、「強い

人」や「優れた人」が周辺を取り囲むというもので

す[2]。』 

ラルシュの考えが多くの人にインスピレーション

を与え、共感を呼ぶ理由は、この逆転の発想にある

のではないかと私は思っています。弱い（と考えら

れている）なかまの人を中心に起き、その人たちと

向き合い、友達になることで、強い（と考えられて

いる）人の心の壁が取り払われる。その発想をまず

はジャン自身が実践で示し、そしてそれは世界中の

ラルシュコミュニティーで、５０年のラルシュの歴

史の中で、繰り返し示されています。 

 

 ジャンは、「自分の脆い部分、壊れた部分に目を

向けなさい」と言っています。 

 脆さ弱さは誰

にでもありま

す。自分は強い

人間だ、できる

人間だと虚勢を

はるのをやめ、

自分の弱さに向き合えば、心の平安、他の人々への

思いやりにつながっていく。そしてそれが、いろん

な人が共生する社会を作る鍵になるんだよと、仲間

の人は気づかせてくれるのです。 

 

 村本 徹也(むらもと てつや) 

ラルシュかなの家理事 

 

[1] 寺戸淳子. (2019).「人間になる」ー自律の夢から覚める. 櫻井義秀編著. 宗教とウェルビーイング. 北海道大学出版会 

[2] 堂目卓生. (2018). 大阪大学 社会ソリューションイニシアチブ(SSI)年次報告書 2018 

ジャンの逆転の発想 

日
にち

にちのおたより 

カレンダーをお送りくださりありがとうございます。解き放された感性に心惹かれます。 

また いつか そちらにうかがう日を楽しみにしています。 

主の祝福が豊かにありますようお祈りいたします。             

             ― 群馬県前橋市  ○○ 弘二様 －  （2019.7.30） 

） 



教皇ミサに行ってきました 

１１月２５日（月）、東京ドームで行われた教皇フラ

ンシスコのミサに、かなの家の有志 10 人程度で行って

きました。 

渋滞を見越して、朝９時にかなの家を出発。予想した

通り、渋滞にまきこまれながら、１時に東京ドームに到

着し、会場では、イエズス会の英神父、村岡さん、吉葉

さん、援助修道会の中田さん、重田さんをはじめとする

カトリックの聖職者や、多くのかなの家に関わってくだ

さる方々にお会いすることができました。懐かしい再会

もあり、アシスタントもなかまも喜びました。 

２時台になると、ドームの人々が急速に増えていきま

した。ミサの前にかつみさんと私でトイレに行ったので

すが、女性のトイレの前に長蛇の行列ができているのを

見て、かつみさんも驚いていました。 

５万人の人々がドームを埋め尽くすと、３時半には教

皇フランシスコが到着し、ロックスターを迎えるような

歓声に会場が包まれました。私は数年前、東京ドームで

ポール・マッカートニーのライブに行った時のことを思

い出しました。教皇はパパモビルという車に乗り、信者

とコミュニケーションをとるため、会場の中を回ってい

ました。私の席の近くにダウン症の小さなお子さんをお

持ちのご夫婦がいらしたのですが、教皇が近くまで来る

と、祝福を貰いに行き、お子さんは無事、教皇から暖か

い祝福をいただいていました。その後で、周りの人々が

「祝福を貰えて良かったね」とご夫婦に声をかけていた

のが印象的でした。教皇フランシスコは、弱い立場に置

かれた人々への配慮を、言葉だけでなく、行動でも率先

して示そうとしているのだなということを改めて感じま

した。 

教皇のミサの中で、かなの家に繋がる方々が侍者をし

ているのを見ました。元アシスタントの中野里さん（コ

ンベンツァル・フランシスコ会）、実習生をしていた外

山さん（同上）、静岡教会出身でかなの家に来られたこ

ともある上杉さん（横浜教区）といった神学生たちが教

皇ミサを祝う上で重要な役割を果たしていました。教皇

が彼ら日本の神学生に、司牧と信仰のバトンを渡してい

るようにも感じられました。 

ミサの終わった後、退出には時間がかかりました。帰

る際には、アシスタントが席に忘れものをしたり、アシ

スタントが皆で道を間違えたり、アシスタントが道には

ぐれたりしましたが（なかまは問題なし）、大きなトラ

ブルもなく、帰路につくことができました。皆それぞれ

に、教皇ミサと様々な友人と

の再会を楽しむことができた

と思います。 

「教皇様の帽子が欲しい！」と

いう野村さんの願いだけは叶

いませんでしたが……。 

  

 

 

平石 祐哉（ひらいし ゆうや） 

日
にち

にちのおたより 

せっけん カレンダー 到着しました。うれしいです。 野村さん 柴田さん ゆきさんのありがとうのカード 

、みんな生き生き楽しそうに かなの家から飛んできてくれたみたいです。どうもありがとうございました。             

                     ― 横浜市青葉区  ○○ 真理様 －  （2019.10.16） 

カレンダーの絵、どれもすてきです。  

12 月の海野さんの絵のようなもようで ワンピースを作って着てみたいな 💛 

                     ― 神奈川県二宮町  ○○ 清子様 －  （2019..9.30） 



＜ご支援のお願い＞ 

 

日頃よりラルシュ・かなの家への温かいお気持ちとお祈りをありがとうございます。 

 

かなの家は今度の 12月 11日をもって 41年を迎えます。創立以来沢山の支援者の皆様、石鹸ご

購入のお客様をはじめ、数多くの方々に支えられてきました。皆様には心からの感謝を申し上げます。 

 

今年も沢山のお客様が国内・海外問わずいら

っしゃいました。特に 9月に滞在されたベルギ

ーの 7人家族は、紙面の別のところにもありま

すが、約 3週間という期間、かなの家で生活を

共にしてくれました。言葉が通じなくてもその

家族を心から迎え、気づかぬうちに友情が芽生

え、ここを去るときにはなかまの中でも号泣す

る人、向こうの家族の子供たちもたくさん涙を

流していました。 

 

夏には大学の実習生を 4 人迎えました。なかまは言葉では直接言葉で言ったり言わなかったりで

すが「あなたが来てくれて嬉しい」というメッセージをしばしば語っています。普段は世間での競争

にさらされ、「空気を読む」ことに汲々とさせられている学生の皆さんは、多くの方が喜んで実習を

終えていきます。そのような光景を見る際に、なかまの賜物の豊かさを実感します。 

 

皆様お一人お一人のご厚意とお支えがあるからこそ、この光景が見られると強く感じます。いつも

お願いばかりで心苦しいですが、変わらぬご支援をなにとぞよろしくお願い申し上げます。 

                                               

【会計報告】  

2018年度寄附収入 7,866,374円 （201８年 4月 1日～２０１９年３月３１日） 

2019年度寄附収入 3,076,840円 （2019年 4月 1日～2019年 11月 22日現在） 

 

 

（お願い） 

この「かなの家便り」に付いている払込票

は、石けん代金振込み用には使用する事が出

来ません。 

石けんご注文の際に、代金振込み用の払込

票をお付けしますので、そちらをお使い頂け

れば幸いです。                       

 

※皆様からお寄せいただくご寄付等は、 

税法上寄付控除の対象となります。 

（横井・よこい） 

稲刈りでの一コマ 

リトリートでの洗足式にて 



2019 年 5月 24 日からご寄付下さった方・献品して下さった方 

（201９年５月 24 日～201９年１１月２２日現在。敬称を略させていただきました） 

（個人の方） 

井川伸子、岡橋慶治、長野浩二、飛田益美、山本由美子、長谷部和夫、久我純彦、佐藤操子、 

武井志津子、稲垣孝子、水野寿美子、井川伸子、武井陽一、中森由哉、安積遊歩、石橋貴美子 

今林正子、三重野きの江、島しづ子、勝本正之、平野昭子、横谷智子、中島教子、鈴木珠美 

藤三枝子、村山優子、藤井隆典、神澤光江、鈴木登喜子、田浦隆、森山薫、中谷功、小島敏史 

石神衣子、増田とき枝、飯山幸子、古戸義雄、石原晶世、阿部泰久、三輪直子、岡本みどり 

内海眞、田中三一子、落合一美、原雅文、北村喜子、藤三枝子、西本裕、高野啓子、小林文雄 

芳賀直哉、渡邊美佐緒、池田美智江、中村淑子、平松恭子、北澤英彦、浦田不二子、浅野一恵 

高塚幸子、金澤尭、芦川恵美子、東地廉夫、石割隆、田浦隆、田島叔子、山田哲史、植村英世 

笠井惠、鈴木直子、田野明子、増井勝男、江川康輝、岩崎のぶ子、生子典男、田代和生、西川有 

 

匿名１３ 

（団体）カトリック塩山教会一同、医療法人中沢皮膚科、カルメル会修道院（泰阜）エーザイ株式会社 

天使の聖母トラピスチヌ修道院、ＪＥＣ狭山福音教会、 

 

（献品）佐藤実（食品）片柳弘史(本)上村哲代（絵の具）北村まさじ（食品）宮岡氏（食品） 

三輪直子（菓子）後藤氏（菓子）カトリック沼津教会（菓子）ぶどうの家（菓子）静岡英和大学（菓子） 

白石仁美（菓子）報徳佐野農園（食品）近藤久美子（果実）田浦隆（菓子）西本様（菓子） 

三重野きの江（菓子）静岡中央特別支援学校保護者（菓子）佐藤操子（菓子） 

 

皆さま、本当にありがとうございました。漏れのある方、 

匿名希望の方がおられましたら、お手数ですがどうぞご連絡下さいませ。 

 

 

 

 

日
にち

にちのおたより 

汚れがひどいのもよく落としてくれる、安心の粉せっけんです。 おまけもありがとうございました。 

皆様も楽しくお仕事なさってくださるよう、お祈りしています。             

                     ― 千葉県南房総市  ○○ 美佐子様 －  （2019.9.26） 

いつもありがとうございます。ここ何年もオリーブ石けんしか使ったことがありません。 

これで体も髪もすべて洗い、しっとりとしてとても肌に合います。 

アレルギー体質の私にはとても重宝している石けんです。ずっと作り続けてほしいな～。            

                      ― 新宿区市ヶ谷  ○○ 久美子様 －  （2019.9.19） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 かなの家にはたくさんのお客様がお越しになります。障害者福祉に関わりのあ

る方、聖職者の修練として長期滞在される方、海外からの旅人、かなの家の元ア

シスタントなどなど。日中はまどい作業所などで過ごしていただき、夜はかなの

すまいに泊まっていただけます。なかまの中には、夜中に起きて廊下を歩きまわ

ったり部屋で大声を出す人もいて、それが原因で眠れないとこぼされるお客様も

います。海外から来られる方々の中には日本語がわからない方もいます。アシス

タント全員が外国語に堪能なわけではないので、コミュニケーション不足から不

安や誤解が生じることもあります。生活習慣も異なりますし、日本の家庭料理が

まったく口に合わない方もいます。 

かなのすまいは旅館ではなく、なかまの生活が最優先ですから、外部の方々に

泊まっていただくにはいろいろな不便がありますが、お互いがそうした苦労を体

験することも、コミュニティ生活の醍醐味かと思います。 （畠中・はたなか） 

 

アシスタントな ひとこま・三代目 その 1 

かつみさんのジャムの量がすごい。

苺とマーマレードのジャムをてんこ盛

り。それが担当アシスタントにバレて

しまい、すまいの話し合いへかつみさ

んに参加してもらい、相談する事に。

結果、かつみさんの場合は量が多くて

も健康上の問題は無いとのことで、自

分で買うなら好きなだけ食べたらいい

んじゃない、となった。 

早速買ってきた翌朝、覗くとちょっ

としか盛ってない。ええー！それじゃ

意味ないよ（笑）でも共有のジャムに

はないピーナツクリームも食べられる

し、何より本人が喜んでいる。自分の

分がはっきりすると安心するのかもし

れない。また変わっていくかもしれな

いけど、これでいいのだ（多分）。 

 
（石塚由里子・いしづかゆりこ=(ФωФ)=） 

 

石塚由里子さんは只今すまいのアシスタント見習い中。 ひょうひょうとした独特な雰囲気は、すでにかなの家

のにおいたっぷり。とってもアシスタント有望なため、早くも「アシスタントなひとこま」の 3代目に大抜擢です。            

めっちゃ！猫派というので猫のフレームに、変えました。 

 

すまいのくらし ⓾ 千客万来 

訪れたアシスタントの子と 

ともに夕食後の食器洗い 

旧いぶきに別れを告げて 



 

金継ぎ（日本独自の修理方法） 

最近、金継ぎという日本独自の修理方法を教わりました。割れたり欠けたりした器に漆を使って接着し、継ぎ目

に金粉を蒔いて飾るという技術です。修理後の継ぎ目は「景色」とよばれ、破損前とは異なる姿に美しさを見出し

ます。 

今年、４４歳になりますが、今までの人生で、ぼく自身が割れてしまったと思う経験は２～３回になります。辛

くて、恥ずかしい経験ですが、時間をかけて少しずつ直すことができています。なぜ、直すことができたかという

と、おそらく、それは割れて、欠けているぼくを受け入れてくれる人がいてくれるからだと思います。 

修理に使われる漆は、木を傷つけて出る樹液だと知り、ますます金継ぎのすごさに驚きます。傷ついた経験に意

味があり、それが他人の割れた部分を接合するために必要だとしたら・・・。 

実際に、なかまやアシスタントからの共感、信頼があったから、

ぼく自身壊れてしまった経験をしましたが、直すことができまし

た。共感は、傷を知っているからこそ、障がいを持っているからこ

そ持てる心だと思います。お互いに金継ぎをして、継ぎ目に美しさ

があることをラルシュかなの家で探していきたいと思います。 

そして、日本人の心にこのような美意識があることをうれしく思

います。                    【言・げん】 

 

かなの家祭り 2019 ～年に一度の待ち合わせ～ 

11月 16日（土）にかなの家祭りが開催されました。11月半ばで

したが、とても暖かく絶好のお祭り日和となりました。今年のテーマ

は、年に一度の待ち合わせ。テーマ通り、なかまのご家族、昔のアシス

タントやかなの家と繋がっている方々など、たくさんの人がかなの家に

大集合しました。今年も焼きそばやケーキ、バザーなどの出店もあり、

地域の方々もたくさん来られました。そして、かなの家といえば、なか

まのパフォーマンス。歌やダンス楽器演奏、シャボン玉…色々なジャン

ルのパフォーマンスがあり、笑いと涙…（涙はなかったかな？笑）で会

場を盛り上げてくれました。様々な衣装を着て、本番に挑む姿は、プロのパフォーマーのようです。そんななかま

のパフォーマンスのファンになり、毎年来てくれる方もいます。 

今年も、たくさんの方々のご協力でか

なの家祭りを開催することができまし

た。本当にありがとうございます。今年

来られなかった方は、ぜひ来年のお祭り

にいらしてください！年に一度、かなの

家でぜひ、待ち合わせをしましょう！   

【上村・うえむら】 

※今年のお祭りの写真は、なかまの人（藤田博文・川崎智之）が撮影しました。 



 

世界中に喜びを届けるベルギー家族 

 

     先日、ベルギーから両親と子供 5 人の大家族がロシア、中国、そし

て日本（さらにその後旅は続き一年をかけ てベルギーに戻る）と全

て陸路と海路で、かなの家に着き三週間滞在されました。 

 

五人の子供たちが、本当に個性豊かで感情も豊か。特に一番末っ子

ちゃんは主張が強く、若干二歳で朝は誰よりも早く起き、一人で畳の

上に座り、朝、出勤した私を見るなり寄ってきて、唇を尖らせて自分

の指でツンツンとつっつきます。最初「え？キス？」と思ったら、違

い(笑)それは「ショコラテ（ココア）を飲みたいのよ！」という意味で、このジェスチャーにメロメロになっ

てしまいました。彼女は食器洗いを自らかって出て、椅子をズルズル自分でひっぱり運び、その上に膝立ちを

し、食器洗いもしてくれました。なんたる自立！日本の子と比べると、非常に大人びた子供達に私は目から鱗

が幾度となく落ちました。 

 

この一年に及ぶ旅をしようと決めた時、五人の子供達が全員一

致で賛同しましたか？と両親に質問をしたら、三女（四歳位）だ

けは「ベビーシッターを雇ってちょうだい！私は残るわ！」と言

ったそうです。（この発言もさすが！自立的！）あっという間に

三週間が過ぎ、お別れの挨拶でポロポロと涙を誰よりも沢山流し

ていたのは、三女でした。 

 

この家族の旅の目的は

“喜びを見つけること”でした。泣きながら仲間達と抱きあい、別れ

を惜しむ姿は、ここで沢山の出会いがもたらす喜びを見つけた事を表

していました。それは互いにとっての喜びでした。彼らが大人になっ

て、また、かなの家を訪れる日が来るような…そんな気がしていま

す。今、家族は世界のどこかで新たな喜びを見つけ、又、喜びを与え

ている事でしょう。色々な事に気づかせてくれた彼らに感謝です。                                              

【能登部 直美・ナオ】 
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松永さんが上村さんになって、やがてお母さんになって久しぶりに編集に戻ってきました。 
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